



Annoying Behavior in a Train and Embarrassment
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　それぞれの行為について、その行為を自分がふだん行っている程度を 4 件法（よくする：1 点、ときどきする：2 点、






















n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
1 ．メイクをする。 3.79 0.5６ 2 （1.0） 9 （4.5） 17 （8.６）170 （85.9）198 （100.0）
2 ．携帯電話で通話する。 3.６６ 0.６2 1 （0.5） 12 （６.1） 41 （20.7）144 （72.7）198 （100.0）
3 ．優先席で電子機器（パソコン、携帯電話、
音楽機器、ゲームなど）を使用する。
2.89 1.17 38 （19.2） 34 （17.2） 38 （19.2） 88 （44.4）198 （100.0）
4 ．飲み物を飲む。 2.51 0.95 31 （15.7） ６9 （34.8） ６5 （32.8） 33 （1６.7）198 （100.0）
5 ．食べ物を食べる。 3.09 0.94 15 （7.６） 34 （17.3） ６7 （34.0） 81 （41.1）197 （100.0）
６ ．ベタッと床にじかに座る。 3.93 0.35 1 （0.5） 3 （1.5） 4 （2.0）190 （9６.0）198 （100.0）
7 ．車内混雑時に、リュックを背負ったりバッ
グを肩にかけたりしたままでいる。
2.41 1.18 ６3 （31.8） 41 （20.7） 44 （22.2） 50 （25.3）198 （100.0）
8 ．自分の座席の横に荷物を置く。 3.58 0.73 2 （1.0） 22 （11.1） 33 （1６.7）141 （71.2）198 （100.0）
9 ．ヘッドフォンやイヤフォンを聴くとき大
音量にする。
3.42 0.87 10 （5.1） 21 （10.６） 42 （21.2）125 （６3.1）198 （100.0）
10．一人分以上の座席を占有する。 3.80 0.53 1 （0.5） 9 （4.5） 19 （9.６）1６9 （85.4）198 （100.0）
11．人の方へ足を組んだり投げ出したりして
座る。
3.72 0.６2 2 （1.0） 12 （６.1） 2６ （13.1）158 （79.8）198 （100.0）
12．大声で話したり笑ったりする。 3.08 0.80 4 （2.0） 44 （22.2） 83 （41.9） ６7 （33.8）198 （99.9）
13．乗降者がいてもドア付近で立ったままで
いる。
3.05 0.94 14 （7.1） 40 （20.2） ６7 （33.8） 77 （38.9）198 （100.0）
14．座ろうとしている人がいるのに、同行者
の分まで、席を取る。
3.72 0.６7 5 （2.5） 9 （4.６） 23 （11.7）1６0 （81.2）197 （100.0）
15．高齢者・怪我人・障害者・妊婦などが目
の前に立っていても、席を譲らない。
3.27 0.84 7 （3.６） 28 （14.2） ６６ （33.5） 9６ （48.7）197 （99.9）
1６．カップルで人目をはばからず抱き合った
りする。
3.91 0.39 2 （1.0） 1 （0.5） 10 （5.1）185 （93.4）198 （100.0）
17．座席で眠りこんでしまい、隣の人に寄り
かかる。
3.08 0.92 10 （5.1） 4６ （23.2） ６0 （30.3） 82 （41.4）198 （100.0）






　メイクをしない理由（表 1 － 1 ）として、回答者に男性が含まれているため、「不必要」が32.8％で最も多くなってい
る。その他の理由としては、「マナー」31.1％、「恥」14.8％、「不快」10.7％、「困難」7.4％、「迷惑」3.3％といった理由
があげられた。
　また、メイクをすると回答した者の理由（表 1 － 2 ）としては、「状況」に関する理由（座れたとき、他に場所・時間
がないとき）のみであった（100％）。
表 １ － １ 　「メイクをする」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容
カテゴリー n 合計 （%）
不必要
する必要がない 1６ ＊ 2
40 （32.8）





人前ですべきではない 4 ＊ 1
38 （31.1）
いいと思わない 1
マナー違反 10 ＊ 1
自分のモラルに反する 1
家でする 14 ＊ 1
してはいけないと言われているから 1
常識的に良くない 5




















迷　惑 周囲に迷惑 4 4 （3.3）
総　計 122 （100.0）
＊ 1 ：各回答中に、男性 1 名（『マナー違反』のみ 2 名）が含まれる。したがって、合計38件（100％）中に、女性8６.84％、男性
13.1６％の回答が含まれる。
＊ 2 ：各回答中に、男性 8 名ずつが含まれる。したがって、合計40件（100％）中に、女性52.5%、男性47.5％の回答が含まれる。
＊ 3 ：男性 1 名の回答が含まれる。したがって、合計18件（100％）中に、女性94.4%、男性5.６% の回答が含まれる。
表 １ － ２ 　「メイクをする」の“よくする”“ときどきする”の回答内容




他に場所・時間がない時 11 ＊ 1
総　計 12 （100.0）






　通話しない理由（表 2 － 1 ）として、「迷惑」4６.3％と「マナー」33.3％が多くあげられた。その他には、「通話抵抗」
６.1％、「不快」4.8％、「不必要」4.8％、「メール使用」4.1％といった理由があげられている。また、ごく少数ではある
が、「自己防衛」という理由もあがった。
　次に、使用すると回答した者の理由（表 2 － 2 ）としては、積極的な使用ではない「やむをえない事情」41.9％や「受
動的通話」32.3％をあげた者が多かった。これに対して、「利便性」19.4％、「安易」６.5％のように、自ら進んで利用し
ている理由もあげられた。
表 ２ － １ 　「携帯電話で通話する」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容





































自己防衛 知らない人に怒られたくない 1 1 （0.7）
総　計 147 （100.0）
表 ２ － ２ 　「携帯電話で通話する」の“よくする”“ときどきする”の回答内容




























　食べない理由（表 3 － 1 ）としては、「迷惑」44.3％、「マナー」19.６％、「習慣」19.６％、「恥」13.4％、「不快」2.1％、
といった理由があげられている。
　また、食べると回答した者については、「軽食限定」41.1％という理由が最も多かった（表 3 － 2 ）。さらに、「生理的
欲求」28.0％や「状況」24.3％も多くあげられ、「食事可の車内」2.8％、「受動的摂食」1.9％、「習慣」1.9％といった理由
もみられた。なお、電車内で食べ物を食べない理由としての「習慣」と、食べる理由としての「習慣」とでは、内容が
異なることがわかる（表 3 － 1 ，表 3 － 2 ）。
表 ３ － １ 　「食べ物を食べる」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容



































不　快 そういう人を見ると自分が嫌悪感を感じるから 2 2 （2.1）
不衛生 手が汚いから 1 1 （1.0）
総　計 97 （100.0）
表 ３ － ２ 　「食べ物を食べる」の“よくする”“ときどきする”の回答内容
カテゴリー n 合計 （%）
軽食限定
ガムやアメ程度 27




















食事可の車内 新幹線の時 2 3 （2.8）長距離以外はしない 1
受動的摂食 友人からもらう時 1 2 （1.9）便乗して食べる 1







　座らない理由（表 4 － 1 ）として、「不衛生」38.2％の他に、「迷惑」1６.8％、「マナー」15.5％、「不快」13.６％も比較
的多くみられた。その他には、「非常識」9.1％、「恥」5.0％、「大人意識」1.8％、といった理由があげられた。
　次に、床に座る理由（表 4 － 2 ）をみてみると、「生理」42.9％、「状況」28.６％、「自己中心的」14.3％、「過去経験」
14.3％があげられた。しかし、床に座ると回答した者は7名のみであるため、いずれの理由も3名以内の少数回答であった。
表 ４ － １ 　「床にじかに座る」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容



















































表 ４ － ２ 　「床にじかに座る」の“よくする”“ときどきする”の回答内容









自己中心的 家だという感じで 1 1 （14.3）








　かけたままにしている理由（表 5 － 1 ）としては、「状況」が最も多くみられた（６2.4％）。次いで多かった理由は「自
己中心的」23.8％であり、少数ではあるが、「不衛生回避」5.0％や「接触回避」4.0％、「迷惑」3.0％、「行動制御」1.0％、
「模倣」1.0％という理由もあげられた。
　また、肩にかけたままにしない理由（表 5 － 2 ）としては、78.６％の者が「迷惑」を理由としてあげた。この他、「自
己中心的」8.６％、「状況」7.1％、「マナー」5.7％といった理由があがった。
表 ５ － １ 　「リュックを背負ったりカバンを肩にかけりしたままにしている」の“よくする”“ときどきする”の回答内容


















不衛生回避 床に置くのが嫌・鞄を汚したくない・下に置くと踏まれる 5 5 （5.0）





模　倣 大人もそうしているから 1 1 （1.0）
行動制御 手がふさがると身動きとれなくなるから 1 1 （1.0）
総　計 101 （100.0）
表 ５ － ２ 　「リュックを背負ったりカバンを肩にかけりしたままにしている」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容
























　すると回答した者の理由（表 ６ － 1 ）は、「没入」が100％であった。一方、しないと回答した者の理由（表 ６ － 2 ）
は、「迷惑」35.0％が最も多く、「コントロール」1６.8％、「状況」1６.1％、「恥」12.4％についても比較的多くみられた。
さらに、「習慣」9.5％、「マナー」5.8％、「不快」4.4％といった理由があげられた。
表 ６ － １ 　「大声で話したり笑ったりする」の“よくする”“ときどきする”の回答内容












表 ６ － ２ 　「大声で話したり笑ったりする」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容













































　譲らないと回答した者の理由（表 7 － 1 ）としては、「判断の困難」23.0％、「生理」23.0％、「自己防衛」1６.4％、「勇
気の欠如」13.1％、「相手の特徴」9.8％、「状況」8.2％、「自己中心的」６.６％といった理由があげられた。
　次に、譲ると回答した者の理由（表 7 － 2 ）をみてみると、 7 割以上（75.2％）の者が「マナー」を理由としてあげ
ていた。また、「思いやり」15.2％、「罪悪感」7.６％「迷惑」1.9％、といった理由があげられている。
表 ７ － １ 　「高齢者などが目の前に立っていても席を譲らない」の“よくする”“ときどきする”の回答内容






















勇気の欠如 譲る勇気が出ない・口に出せない・言いづらい 8 8 （13.1）
相手の特徴 相手の様子を見て考える 5 ６ （9.8）当然と思っている人には譲らない 1
状　況
そういう行動をしづらい空気のときがある 2









表 ７ － ２ 　「高齢者などが目の前に立っていても席を譲らない」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容






















8 （7.６）罪悪感がある 2席を譲らないと気が済まない 1
座ったままでいる自分の気持ちがよくない 1








　しないと回答した者の理由（表 8 － 1 ）としては、「相手不在」をあげた者が30.2％と比較的多くみられた。さらに、
「恥」20.1％、「不快」1６.2％、「マナー」15.1％、「否定」10.６％、「迷惑」7.8％という理由もあげられた。
　すると回答した者の理由（表 8 － 2 ）としては、「状況」、「受動的、「積極的」、「模倣」という理由が 1 名（25％）ず
つあげられた。
表 ８ － １ 　「カップルで人目をはばからず抱き合ったりする」の“ほとんどしない”“まったくしない”の回答内容
カテゴリー n 合計 （%）






























迷　惑 迷惑 14 14 （7.8）
総　計 179 （100.0）
表 ８ － ２ 　「カップルで人目をはばからず抱き合ったりする」の“よくする”“ときどきする”の回答内容
カテゴリー n 合計 （%）
状　況 混んでいたらしょうがない 1 1 （25.0）
受動的 相手がしてくる 1 1 （25.0）
積極的 好きならする 1 1 （25.0）
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